
平成２３年３月２５日
林野庁治山課・整備課

東北地方太平洋沖地震等による災害の対応等について

１ 地震の概要 （気象庁調べ）

（１）発生日時：平成23年３月11日（金）14時46分頃
（２）震 源：三陸沖 （ 北緯38.0度、東経142.9）
（３）深 さ：約24㎞（暫定値）
（４）規 模：Ｍ9.0（暫定値）

２ 被害状況

（１）人的被害（緊急対策本部（官邸）24日 8時00分発表）

死者９，５２３名 行方不明者１６，０６７名
うち・岩手県 死者２，９３９名 行方不明者４，９４７名

・宮城県 死者５，７１４名 行方不明者６，１９６名
・福島県 死者 ８１２名 行方不明者４，９２０名

（２）治山関係被害（24日15時00分現在、調査中）

１１県で２０８箇所 被害額１１，１８３百万円の山地災害が発生
・茨城県４１箇所 被害額３，５０４百万円（津波による防潮堤の被災等）
・長野県 ８箇所 被害額２，２５０百万円（山腹崩壊等による被害）
・青森県１１箇所 被害額１，８４９百万円（津波による防潮堤の被災)
・栃木県４３箇所 被害額１，４３８百万円（山腹崩壊等による被害）
・福島県６３箇所 被害額１，３３９百万円（山腹崩壊等による被害）
・新潟県 ７箇所 被害額 ４２４百万円（地すべり等による被害）
・宮城県１０箇所 被害額 １３５百万円（落石等による被害）
・群馬県 ４箇所 被害額 １３２百万円（落石等による被害）
・岩手県１６箇所 被害額 ６０百万円（津波による防潮堤の被災等)
・千葉県 ４箇所 被害額 ３０百万円（山腹崩壊等による被害）
・静岡県 １箇所 被害額 ２２百万円（落石等による被害）
(注)岩手県、宮城県、福島県における海岸部等の調査は未着手

（３）林道関係被害（24日15時00分現在、調査中）

９県で４１５箇所、被害額８４６百万円の林道災害が発生
・福島県１９１箇所 被害額４５３百万円（法面崩壊、路肩欠壊等の被害）
・茨城県 ８６箇所 被害額２３５百万円（法面崩壊、路肩欠壊等の被害）
・栃木県 ７７箇所 被害額１１９百万円（法面崩壊、路肩欠壊等の被害）
・千葉県 １箇所 被害額 ２５百万円（法面崩壊の被害）
・静岡県 ６箇所 被害額 １３百万円（法面崩壊等の被害）
・群馬県 ２箇所 被害額 １百万円（法面崩壊等の被害）
・岩手県 ２０箇所 被害額 調査中（舗装の破損等)
・新潟県 １箇所 被害額 調査中（地すべりによる被害）
・宮城県 ３１箇所 被害額 調査中（地すべりによる被害）

３ 対応状況

○ 農林水産省内に緊急自然災害対策本部（本部長:大臣）を設置（3月11日15時）
○ 政府調査団として治山課井出山地災害対策室長等を派遣（3月11日～）
○ 林野関係被害について迅速な報告依頼及び適切な応急対応等の依頼等について

都道府県及び森林管理局に文書により通知（3月11日22時）



○ 政府調査団第２陣として治山課中西水源地治山対策室長及び整備課加藤森林土
木専門官等を派遣（3月12日～）

○ 北海道森林管理局、東北森林管理局、関東森林管理局及び中部森林管理局がヘ
リによる調査を実施（3月12日、13日、16日、19日）※16日は静岡県富士宮市周辺

○ 被災状況の把握と今後の対応を検討するため、林野庁の担当官を長野県及び新
潟県へ派遣（3月14日）

○ 被災状況の把握と今後の対応を検討するため、林野庁の担当官を栃木県へ派遣
（3月15日）

○ 被災状況の把握と今後の対応を検討するため、専門家、長野県及び中部森林管
理局等による現地調査を実施（3月15日）

○ 被災状況の把握と今後の対応を検討するため、森林総研の専門家等を宮城県へ
派遣（3月23日～）



東北地方太平洋沖地震等による被害状況

○福島県白河市

山腹崩壊 る被害

しらかわし

とおかまちし

○ 新潟県十日町市

・地すべりによる被害 ・被害額：171百万円

・人家裏の地すべりにより家屋全壊１戸等の

被害が発生。

・山腹崩壊による被害

・被害額：12百万円

・人家裏の山腹崩壊により 家屋全壊

１戸等の被害が発生。

とおかまちし

ほこたし

○茨城県鉾田市

・津波による防潮工の被災

・被害額：300百万円

・津波により防潮護岸工に亀裂が発生。

さかえむら

○長野県栄村

・山腹崩壊による被害

・被害額：1,000百万円
・山腹斜面が崩壊し土砂が流出。
下流のJR、国道等へ被害の恐れ。

○栃木県那須烏山市

・地すべりによる被害

・被害額：200百万円

・地すべりにより河道が閉塞したが、応急対策済。

なすからすやまし


